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1. 高知県立室戸高等学校

1. Muroto High School

 
　高知県室戸市のような地方都市にとって、人口減少の影響は大きい。一方で、室戸市はユネスコ世界ジオ

パークにも認定されており、私たち地元高校生が地域の自然や歴史について調査する機会も与えられてい

る。そこで、室戸の伝統行事である「神祭」（秋祭）について調べることで、少子高齢化の時代に高校生にで

きることはないかを考えてみたい。 

　神祭は人々の暮らしの中で自然と築き上げてきたものであり、豊作や豊漁、感謝などを神様に伝える伝統行

事である。面積248平方キロメートルの室戸市には集落が多数あり、それぞれに神祭や伝統行事が残されてい

る。その中でも、市街地中心にある浮津地域に伝わる八王子宮の神祭を中心に調査を行った。 

　浮津八王子宮の神祭は毎年10月（2018年は10月6～7日）に開催される。浮津は、かつて捕鯨で栄えた街で

あり、古式捕鯨で用いられた「鯨舟」や「ひき舟」にみたてた「花台」（花で飾られた山車）の巡行や、古式

捕鯨時代より伝わる「鯨舟唄」が歌唱される。この神祭は、浮津地域に属する６つの町の代表者と八王子宮の

宮司を中心に予算などを決定したうえで、準備が進められる。神祭は２日間にわたって行われ、老若男女

様々な地域住民が参加する。 

　神祭の内容は世相を反映して変容してきたが、その原因は必ずしも少子高齢化だけではない。最大の変化は

約60年前におきた。神祭の開催日が平日から休日に変更され、また、花台の巡行ルートも変更された。開催日

の変化は、神祭の参加者にサラリーマンが増えたからであり、巡行ルートの変更は国道55号線が整備され交通

量が増加したことに対応したものである。また、近年の少子高齢化の時代に参加人数を確保するため、それま

で男性のみで行われていた行事に女性や子供が参加するようになった。それでも、若者の参加が少ないのが現

時点での問題となっている。 

　神祭は今もなお続く伝統行事だが、時代の流れに合わせて変容してきた。このまま少子高齢化、人口減少が

すすめば、継承が困難になるかもしれない。私たち若い世代は大人たちに協力し、「神祭」に積極的に参加

し、伝統を引き継ぎ、さらに外部に向けて参加を呼びかけて行きたい。
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